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本
市
を
取
り
巻
く
状
況

　

4
月
か
ら
の
総
合
計
画
施
行
に

合
わ
せ
、
総
合
計
画
の
前
期
に
当

た
る
今
後
5
年
間
の
本
市
の
成
長

戦
略
を
、「
第
2
期
三
木
市
創
生

計
画
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

総
合
計
画
の
理
念
を
踏
ま
え
、

策
定
過
程
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
人
口
減
少
対
策
と
な
る
具
体
的

な
施
策
を
、
第
2
期
創
生
計
画
に

は
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
は
、
高
齢
化
率
が

33
％
（
令
和
元
年
12
月
末
）
と
高

く
、
と
り
わ
け
出
生
率
に
大
き
く

関
わ
る
20
〜
39
歳
ま
で
の
若
年
女

性
の
比
率
が
、
人
口
の
ピ
ー
ク
で

あ
っ
た
平
成
9
年
当
時
の
25
．
6

％
か
ら
、
平
成
30
年
は
17
．
8
％

ま
で
低
下
し
て
お
り
、
少
子
高
齢

化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

で
す
。
な
お
、
外
国
人
市
民
の
方

は
、
平
成
27
年
度
以
降
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
市
内
総
生
産
や

一
人
当
た
り
所
得
な
ど
は
、
県
平

均
よ
り
も
依
然
低
い
状
態
に
あ
る

こ
と
が
、
統
計
上
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
転
出
が
転

入
を
上
回
る
社
会
減
を
改
善
す
る

た
め
、
他
の
地
域
か
ら
人
を
呼
び

込
む
積
極
的
施
策
と
、
世
帯
収
入

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
施
策
な
ど

が
、
今
後
の
三
木
創
生
に
は
欠
か

せ
な
い
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
木
創
生

ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

　

本
市
で
は
、
総
合
計
画
や
第
2

期
創
生
計
画
に
掲
げ
る
2
0
6
0

年
に
5
万
人
を
維
持
す
る
と
い
う

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、

地
域
資
源
や
民
間
活
力
を
活
用
し
、

人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
戦
略
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

市
長
就
任
か
ら
3
年
目
と
な
っ

た
本
年
は
1
期
4
年
の
折
り
返
し
、

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
に
入
っ

て
最
初
の
予
算
編
成
で
あ
り
、
ま

さ
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、「
三
木

創
生
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」
の
と

き
で
あ
り
ま
す
。

 

次
に
掲
げ
る
7
つ
の
視
点
を
重

点
取
組
と
し
、
し
っ
か
り
と
三
木

創
生
を
推
進
・
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新
た
な
時
代
、

　
三
木
創
生
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

令
和
2
年
度
　
三
木
市
施
政
方
針

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
三
木

令
和
2
年
2
月
25
日
、
第
3
5
5
回
三
木
市
議
会
定
例
会
で
、

仲
田
一
彦
市
長
か
ら
施
政
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
7
つ
の
視
点
の
重
点
取
組
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■問
（市）
企
画
政
策
課

〇ひょうご情報公園都市次期工区整備については、本市
の熱意を受けた県が令和2年度から整備の具体化に向
けた適地調査に着手することとなった。市では、山陽
自動車道三木東ICから直接アクセスできる専用道路の
予備設計とボーリング調査を実施
〇現行の経営相談、企業訪問に加え、事業計画や事業承
継に関するセミナー開催や専門家派遣などを三木商工
会議所との連携により実施
〇空き家を使った起業に対し、改修費を補助
〇時間や場所にとらわれない働き方ができる「クラウド
ソーシング」を推進し、多世代が活躍できる環境を創出

　持続可能な活力ある地域づくりを進める本市にと
って、雇用の創出は喫緊の課題です。
　中小企業や起業家への支援を強化するとともに、

新たな雇用の創出に向け、ひょうご情報公園都市の
次期工区整備を、県・市協調により進めます。

第2の視点

雇用の創出

〇ツアー大会への登竜門となるレディースゴルフトーナ
メントの開催
〇全国高等学校・中学校ゴルフ選手権春季大会「春高ゴ
ルフ」を三木市で恒久的に開催することで、ジュニア
ゴルファーの聖地化をめざす。また、多くの選手や関係
者の訪問・宿泊に対応するため、三木総合防災公園内に
整備される宿泊施設を活用
〇経済産業省や県との連携による、地域経済牽引事業を
活用した、ゴルフを核としたサービス産業への波及、
ゴルフツーリズムによる体験観光の創出

　本市には西日本最多となる25のゴルフ場がありま
す。本市の一大産業であり、多くの雇用を生み出し
ています。
　「三木と言えばゴルフ」、「ゴルフと言えば三木」と、

広く世間に認知されるよう、「ゴルフのまち推進課」
を設置したうえで事業を推進し、「ゴルフのまち三木」
の一層のブランド化を図ります。

第1の視点

まちのブランド化

4　移住・定住の促進
7　防災

6　教育

重 点 取 組

7つの視点
5　公共交通

3　子育て支援

2　雇用の創出

1　まちのブランド化

▲ホームページはこちら

施政方針の全文は、
市ホームページから
ご覧いただけます。

ひょうご情報公園都市
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